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１．、調査の実施状況

１）実施機関および担当者名

実施機関東京都水産試験場大島分場

総括分場長

〃 主任研究員

担当者主事

今井丈夫※１

中川政男※２

武藤光盛海況

竹之内卓夫※３〃

森真朗〃塩分量検定

小泉正行漁況（サバ・クサヤモロ）

有馬多恵子〃（スルメイカ・タカベ）塩

斉藤盛致〃（ハマトビウオ・カジキ）

岡村陽一〃（ケンサキイカ）

床枝真吉〃（カツオ）
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

塩分量検定

2）沖合定線調査

（１）実施調査船

船名

乗組員

トソ数

主機

測深機

音響測深機

みやこ

船長青沼勇他１５名

１２７３２トン（Ｇ、Ｔ）．速力１０３ノット

ダイハツ中速ディーゼル ，馬力６００ＰＳ

Ｔ・Ｓ－２型（鶴見精機製）ワイヤーＬ５００ｍ

ＦＵＶ－ｌ２型，ＦＭ－２２Ｃ型，ＦＣＶ－１２１型（古野電気製）

ＬＲ－７７６型（光電製作所製）

ＬＣ－３０型ロランＣ航法装置（古野電気製）

ＦＲ－１５１－Ｄ型（古野電気製）

ＭＫ－６１型（村山電気製）

９０６０型（プレッシー社製）

ＭＯＸ－ＢＴ２Ｆ（新日本気象海洋製）

４型（理化学研究所製）

６０１－ＭＫm型（オートラブエ業社製）

ロブ：／

レーダー

電気水温計

ＳＴＤ

ＤＢＴ

ＧＥＫ

サリノメーター

※］現技術管理部長，※２現小笠原水産センター所長，※３現技術管理部

－１－



(2)調査定線および観測点
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図１沖合観測定線図

大島～鳥島間（』線）１０側点

沖合定線調査観測点

Ｊ線（大島～鳥島）
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(3)調査項目

海象：水温（転倒温度計による６００加深までの所定深観測とＤＢＴによる１０ｍ毎の観測)，

塩分，流向・流速，水色・透明度，波浪・うねり，海深，潮目等

気象：風向・風力，雲量・雲形，天気，気温，気圧

生物：プランクトン・卵稚仔，魚群分布（魚群探知機，目視等による）

(4)実施概要

調査年月日

S５６．４６～７

６．２４～２５
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０
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１
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０
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ＫＥＲ（黒潮開発利用調査研究）

ＫＥＲを兼ねる

3）沿岸定線調査

（１）実施調査船２）の(1)に同じ

（２）調査定線および観測点

139.Ｅ 140も

図２沿岸観測定線図
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沿岸定線調査観測点

トー２線（大島～御蔵島）

側点番号 緯度側点番号 経度 経度

１３９ｏ０３．５ノE
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(3)調査項目

(4)実施概要

2）の(3)に同じ

調査年月日

Ｓ５６．４２１～２３

５．６，８～９

６．１５～１７

７．２８～２９

備

Ｔ７欠測

ＴａＴ７欠測

Ｔ７欠測

考

武藤光盛

〃

床枝真吉

岡村陽一

森真朗

武藤光盛

〃

斉藤盛致

〃

〃

〃

床枝真吉
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１１．１０～１１，１２

１２．１～４

Ｓ５７．１１８，２０，２２～２３

２．１２，１３～１５

３．８～１０

Ｔ７，Ｔ１３欠測

〃

Ｔ１～Ｔ５，Ｔ７欠狽Ｉ

ＴＬＴ７，Ｔ１３欠測

Ｔ７，ＴｌＬＴ１３欠測

Ｔ３，Ｔ７，Ｔ１ＬＴ１３～Ｔ１４欠測

Ｔ７欠測
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4）予報資料収集方法

大島漁業用海岸局入電資料

調査指導船(《みやこ',，噸やしお”，《(かもめ”，“たくなん”による調査資料

市場および一般漁船からの聞込み調査

島しょ各漁業協同組合との電話，テレファックスによる連絡と聞取り調査

各水研・水試，水路部および漁業情報サービスセンター等の発行資料

すとれちあ九観測資料

漁獲物の魚体調査資料

5）予報・情報の発表

（１）漁海況速報………毎週１回発行

主な対象魚種

キ
ン
メ
ダ
イ

ム
ツ

ア
コ
ウ

ク
サ
ヤ
モ
ロ

上
ラ
マ
サ

メ
ダ
イ

ア
オ
ダ
イ

イ
サ
キ

タ
カ
ベ

カ
ツ
オ

ケ
ン
サ
キ
イ
カ

ハ
マ
ト
ビ
ウ
オ

マ
サ
バ

マ
カ
ジ
キ

メ
ジ

発行部数および主な配布先発行年月日

川
↓↑

」 Ｉ
年間５１回発行

各凹８０部

年間合計４，０８０部

S５６年４月7，１４，２１，２７

５月2，１１，１８２６

６月2，８１６，２２，２９

７月6，１３，２０，２７

８月4，１０，１８，２４

９月2，７，１４．２１，２９

１０月6，１３，２０，２７

１１月4，１０，１７，２５

１２月１，８，１５，２２

S５７年１月6，１２，１９，２６

２月2，９，１７，２３

主な配布先

都下各漁業協同組合

東海区水産研究所

水産庁

関係各県水産試験場

漁業情報サービスセンター

その他関係各機関等

（計６５ケ所） I
↓↓

''１１１，
↓

３月2，９，１６，２４，３０

(2)その他の公示方法

．「大島分場だより」に各種調査結果および予報を掲載

・大島漁業用海岸局より漁海況調査結果の無線放送，港内放送による停泊漁船への周知，その

他，新聞等への公示

－５－



2．調査の研究結果

１）海洋状態の推移と特徴

（１）黒潮の動勢（図３）

前半→

図３黒潮流軸の変動（水路部「海洋速報」より）
後半→

昭和５６年４月～昭和５７年３月

黒潮流軸は昭和５６年３月以降，豆南海域で離接岸小変動（小蛇行の通過）があったものの，

おおむね接岸して経過した。６月前半に遠州灘で離岸しはじめ，後半には豆南海域でも離岸し

てＣ型になった。７月後半には犬吠埼i/中を除いて接岸し，Ｎ型になった。その後，８月後半ま

で接岸して経過した。９月前半には遠州灘仲で離岸しはじめてＢ型に近い状態になり，1０月

－６－
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前半には典型的なＣ型になった。１０月後半にはこの蛇行部が房総沖に移ってＤ型になるとと

もに，遠州灘にあらたに蛇行部が発生しＢ型となった。このＢ型は１９６３年以降に現われたＢ

型のうちでは非常に大型で，南端部は１９６９年夏についで南偏した。

遠州灘沖と房総仲とで蛇行している流路，すなわちＢ型とＤ型が存在する状態が１１月まで

続いた。１２月になると房総沖の蛇行は消滅し，遠州灘沖の冷水塊を大きく迂回（３１．３０’

Ｎ，１３９。～ｌ４０ｏＥ）したのちほぼ伊豆列島線沿いに北上して伊豆諸島北部域から房総半島

沿いに接岸して流れた。２月頃から遠州灘仲冷水塊がやや東へ移ったため，黒潮は伊豆列島の

東縁沿いに北上したあと，房総沖合で離岸傾向に転じた。３月前半には伊豆諸島海域でも離岸

したが，３月後半には回復して八丈島の西側を北上した。

このように１０月後半に発生した黒潮のＢ型流路は，蛇行南端部の南偏の様子や持続期間の

長さから賦準Ａ型”ともいえる蛇行状況となった。

(2)伊豆諸島海域の海況変動

昭和５６年の日本近海の海況の特徴で，↓つともきわだったのは，親潮の長期間にわたる南

下と，これに伴う三陸・常磐沖の低水温現象であった（長坂昂一，１９８１，気象Ｍ２９５）。

おりから黒潮流路はＡ型流路消滅後の不安定な時期にあり，同じく前回のＡ型流路消滅時の

昭和３７～３８年には異常冷水現象が起っている事から，当海域でも特に冬～夏に低水温現象が

懸念されたが，今期の黒潮は蛇行の規模が小さく，その持続期間も短かかったため低水温現象

の影響は少なかった。

また当海域の海況変動に大きな影響を及ぼす黒潮は前述したとおり，春～夏には比較的小規

模な変動を繰り返していたのに対し，１０月以降蛇行の規模が大きくなり，当海域は遠州灘沖

で蛇行して北上する黒潮の影響を直接受けるようになった。

本年度の海況概要を月毎に示した。

４月：黒潮は３月下旬から引続き接岸傾向であったが，遠州灘仲の小冷水域が東へ移動して

中～下旬に大島～三宅島海域をおおい，黒潮は八丈島付近まで南下した後列島線の東

側を北上した。月末には北部海域の冷水域が認められなくなり，黒潮は御蔵島付近を

流去した。

５月：黒潮は徐々に接岸傾向を強め，三宅島～御蔵島付近を流去し，水温上昇が活発となっ

たが，銭洲海嶺付近に１８～１９℃台の冷水が張り出し，中旬以降北部海域では水温が

低下した。しかし月末にはこの冷水は東へ移り，黒潮系水が北部海域まで急激に波及

した。

６月：前半は黒潮の接岸傾向がさらに強まり，北部海域まで黒潮系暖水が波及していた。後
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半になると遠州灘沖から次第に冷水が張り出し，下旬には大島～八丈島海域まで広く

２０～２１℃台の冷水域におおわれた。黒潮はこの冷水域を迂回して，八丈島の南まで

離岸し，列島線の東側を北上した。

７月：冷水域は中旬には列島線の東側へ移動し，黒潮は御蔵島近海まで接岸してきたが，北

部海域には冷水の影響が残っていた。御蔵島～八丈島間には冷水と黒潮系水との顕著

な潮境が認められた。

８月：黒潮は接岸傾向を強めて，大島近海まで暖水の影響が及び，北部海域の各島定地水温

は月間で１～２℃前後平年を上回った。月末には北部海域の水温は平年並まで降温し

たのに対し八丈島では平年より高目の水温となった。

９月：８月末から遠州灘の冷水域の影響を受け始め，北部海域への暖水の波及が弱まった。

その後冷水域の東遷にともない，黒潮は中旬に御蔵島～八丈島間，下旬には青ヶ島付

近まで離岸した。各海域の水温は降温が続き，特に八丈島海域で著しく，また中旬に

は銭洲海嶺付近にも顕著な冷水域が形成された。

１０月：八丈島周辺海域を中心とする海面水温２１℃台の冷水におおわれ，黒潮はこの冷水域

を迂回した後北上するＣ型流路となった。冷水域は中旬後半には伊豆諸島の東へぬけ

たが，遠州灘沖には再び冷水の分布が承られ，黒潮は遠州灘沖と房総仲とで蛇行する

複雑な流路となった。伊豆諸島海域は黒潮系暖水の流入しやすいパターンとなったが，

各海域の水温はそれほど高くならなかった。

１１月：黒潮は引続き遠州灘沖と房総沖とで蛇行する流路（Ｂ型．Ｄ型）で経過した。伊豆諸

島海域には南から暖水の波及がみら九水温は一時的に平年並まで回復したが，降温

傾向が強く，各島の月間平均水温は平年並～やや低目であった。

１２月：黒潮は遠州灘沖で著しく蛇行・離岸し，蛇行の南端は３２～３１．Ｎ付近にまで達した。

下旬にはこの蛇行部が徐々に南東へ移動し，八丈島付近から列島線の東側を北上する

ようになった。上～中旬にかけて北部海域に暖水が波及し，式根島，神津島で２１°Ｃ

台（平年差十２０℃前後）の水温が観測された。

１月：黒潮の遠州灘仲での蛇行規模はさらに大きくなり，黒潮は青ヶ島付近から列島線に沿

って北上した。八丈島以北の海域では黒潮北上部の北西への曲り込みによって上～中

旬に暖水の波及が続いた。下旬になると八丈島海域を中心に遠州灘仲から冷水の影響

を受け，降温が顕著となった。

２月：黒潮は引続き遠州灘沖で大きく蛇行し，その最南端は依然として３１．３０’Ｎ付近に

あった。北上部は先月よりやや東へ移ったものの，ほぼ列島線沿いに北上し，三宅島
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付近で徐々に向きを変え北東方向へ流去した。

黒潮北上部の小規模な東西変動により前月より水温変化が大きく，上旬は平年を下

回ったが，中下旬には平年並～やや高目となった。

３月：上旬に八丈島海域に冷水の影響があり，この海域はかなり低水温となるとともに，黒

潮は列島線の東側を北上した。中旬以降黒潮北上部に短期変動がめだち，中～下旬に

かげて－時ｃ型に近い流路となり，下旬には北上部が八丈島の西側へ移った。

(3)沖合定線調査（』線調査）

４月６～７日（Ｓ５６年）

海面水温は大島南側から八丈島まで広く２０℃台の暖水におおわれそれ以南の海域はほ

ぼ１８～１９℃台の水温であった。

２００加深をみると，１５～１６℃等温線はＳｔ、０２５～０２６間にあって，Ｓｔ､０２８では１９

℃台まで昇温し，それ以南はＳｔ、０３０が降温して１７℃台を示したほかは一様に１８℃台の

水温であった。

流向・流速は全般に弱く，２ノット以上の流れはＳｔ､０３１で南東方向にみられたのゑで，

１ノット台はＳｔ、０２５～０２７の北部海域で東向きの流れが観測された。

塩分量は水温分布と類似した分布傾向であった。

これらのことから，黒潮は強い接岸傾向を示して，大島～三宅島間を東流していた模様で

ある。

６月２４～２５日（Ｓ５６年）

八丈島周辺海域に冷水域が存在し，この海域での低水温，低塩分が顕著であった。

黒潮は八丈島の南側を通り，一部が冷水域を迂回するように北部海域へ波及していた模様

一己冷水域の北側（ＳｔｏＯ２８）ては南西へ向う強い流れがあった。

また，北部海域には潮目が多く認められ，Ｓｔ､０２５では多量の流れ藻がみられた。

２月２３．２７～２８日（Ｓ５７年）

三宅島～八丈島，ベヨネーズ烈岩以南の海域は，海面水温１８°Ｃ，２００７７z深１６℃以上の

暖水が波及していたが，青ヶ島周辺海域には海面１６℃，２００，深１４℃台の冷水域が存在

していた。

黒潮はベヨネーズ烈岩を横切り，冷水域を迂回した後列島線に沿って北上し，三宅島近海

から東流していた模様であった（塩分量は異常な高塩分であった）。
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(4)沿岸定線調査（トー２線）

４月２１～２３日（Ｓ５６年）

各深水温は海面で１５～２０℃台，１００加深で１３～２０℃台，２００加深で１０～１５℃台と

なっていた。各深とも三宅島の東～南側（ＳｔＴ１５～Ｔ１３）で平年より高目となっていた

が，他海域では平年をかなり下まわる水温となっており，銭洲海嶺～三宅島・御蔵島海域は

冷水におおわれていた。

黒潮はこの冷水域を迂回するように列島線の東側を新黒瀬から，三宅島の東側へ北上して

いた模様でＳｔＴ１６で６２．２６６ノットの強い流れを観測した。

５月６．８～９日

海面水温は１８９～２３８℃，１００，深水温は１３２１～２２４１℃，２００，深水温は１１４８

～１９９℃でそれぞれ列島線の東側で平年より高く，三宅島の東～南では，海面水温が黒潮の

最高水温帯にあたる２３℃台となっていた。－万銭洲海嶺付近では，ほぼ平年並の水温を示

し，銭洲海域（ＳｔＴ１１）では各深とも低目の水温を示した。

流れは，高水温のみられた列島線東側で東～北東へ速く，銭洲海嶺西側では弱い流れとな

っていたｏ

これらのことから黒潮は，三宅島～御蔵島から列島線の東側を北東へ流去しており，銭洲

海嶺付近には，徐々に冷水が張り出して来ていたと考えられる。

６月１５～１７日

調査中，新黒瀬から御蔵島，三宅島東方海域では黒潮の最高水温帯と思われる２４℃台を

示し，その影響はＳｔ，Ｔ２付近にまで及んでいる。なお海面水温は２１２～２５４℃で１００，

深水温は１４０９～２０．７２℃，２００，深水温は，１０８４～１７８７℃で三宅島を含む列島線の

東側で平年より高目の水温が承られた。

銭洲海嶺付近，Ｓｔ、Ｔ１１の１００加深と２００，深水温は平年よりやや低目となっている

ほか，先月に比べ２６～３５℃降温し西からの冷水の張り出しがうかがえた。

流向・流速は列島線の東側で北～北東に速く，Ｓｔ・Ｔ１８では２９３ノットと最も速かった。

塩分量は，３０ｍ以浅で平年並～やや下まわる傾向にあったが，５０ｍ以深では水温とほ

ぼ同様に野島崎Ｓ線上のＳｔ．Ｔ､１３～１７と三宅島，御蔵島近海で平年を上回った。

これらのことから，黒潮は御蔵島～三宅島付近を通りその北縁は大室出し付近にまでおよ

び，東へ流去していた模様である。

７月２８～２９日

台風接近により，海上模様が悪く内回り（Ｓｔ、１～５）の観測は欠測した。
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海面水温は２３．７～２８９℃の範囲で，三宅島の北側付近を東西に延びる強い潮目があり，

それ以南では２８℃台，以北の列島線東側では２４℃台であった。

５０ｍと１００，深水温分布を承ると，黒潮系暖水が御蔵島付近から北東方向に波及して

おりＳｔＴｌｌ～１５は平年より高目で，神津島以北の測点では海面を除いて平年よりやや

低目であった。

２００，深１５～１７℃等温線は三宅島～御蔵島間を東西に延びていた。

流向・流速をみると，ＳｔＴ１１とＴ１４で２ノットを越える東～北東へ向かう強い流れ

があり列島線東側のＳｔ・Ｔ１７とＴ１６では南下流が観測された。

これらのことから黒潮は三宅～御蔵島付近を東流していた模様である。

８月２５～２８日

海面水温は２６～２８℃台で比較的一様な分布であったが，季節躍層の発達する５０～１００

加深で複雑な水温分布となっていた。

銭洲海嶺付近には地形の影響によると思われる擾乱がうかがわれ，ＳｔＴ１Ｏ付近に小規

模な湧昇があった模様。

黒潮系水は２００，深１５℃線で示されるように御蔵島，三宅島海域から銭洲海嶺北部ま

で及んでいたが，銭洲海域（Ｓｔ.Ｔ１１）にはやや低温で低塩分な水域があり，また北部海

域（大島周辺）には沿岸系水によると思われる低温，低塩分域がふられた。

９月７～１０日

海面水温はほぼ２４～２７℃台，５０加深は２０～２７℃，１００加深は１２～２２℃台，２００

772深は１０～１７℃台と先月より降温し，水温，塩分量ともそれぞれ西に低く，東に高い分

布傾向を示した。

流れは三宅島の東海域や，御蔵島周辺で強く，三宅島周辺には非常に大きな潮境が形成

されていた。

これらのことから黒潮は先月よりさらに東へ移った模様で，列島線の東側を北上してお

り，列島線西側（伊豆半島ｓ線）は，平年をかなり下回る低水温域となっていた。

１０月７～８日

海面水温は，北部海域で平年並～やや高目の値を示し，東側には２５℃台の暖水の波及

がみられたのに対し，南部海域は平年よりかなり低い２１～２２℃台の冷水におおわれてい

たｏ

海面以外の各深水温も北高南低の水温を示し，垂直分布では野島崎，伊豆半島Ｓ線とも

に，ほぼ一様な分布で顕著な温度傾斜はみられず，また速い流れも観測されなかった。
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これらのことから，南部海域をおおった冷水域を迂回した黒潮は先月よりさらに南下して

調査海域以南を流去した後，列島線東側を北上している模様であった。

１１月１０～１１．１２日

海面水温は２０～２３℃，５０７７z深１７～２３℃，１００７７z深１５～２３℃，２００，深１３～１８

°Ｃ台の水温で，大室出し以南は各深ともほぼ一様な水温分布であった。

Ｏ～１００加深は北部海域の一部を除いてほぼ平年並の水温であったが，１５０ｍ以深は高

目で，２００，深１５℃等温線は大島西水道から房総半島南側に達している。

流れは，北部海域で２ノット以上の速い東向流が観測さ札潮目も顕著であった。

黒潮は先月の離岸傾向が転じて強く接岸し，大島～三宅島間を流去していたものと思われ

る。

１２月１～４日

海面水温は，沿岸寄りの一部を除いて２１～２２℃台の値を示し，ほぼ一様な分布で塩分量

も同様に３４４～346％０と大きな変化はみられなかった。

各深水温は,Ｓｔ､Ｔ１８３００加深で低目だったほかは平年並～高目で，２００，深１５℃等

温線は大室出し付近にまで達していた。

流れは，大島と新島東側の島陰で，南，西向流がみられたものの，全般的には東向きの流

れが多く，２ノット以上の速い流れは観測されなかった。

これらのことから，黒潮は遠州灘沖冷水塊を迂回した後，列島線西側を北上し，先月同様

大島～三宅島間を東流していたものと思われる。

１月１８．２０．２２～２３日（Ｓ５７年）

Ｏ～５０，深水温は，ごく一部を除いて１５～１９℃台を示し，利島，大室出し海域には東

側から１８℃以上の暖水の張り出しがふられた。

その他の各深水温も同海域と東側海域が平年よりやや高目だったほかは，ほぼ平年並の値

を示し，２００，深１５℃等温線は大島～三宅島間を北東に描けた。

塩分量は水温同様利島，大室出し海域と東側海域でやや高塩分であった。

これらのことから，黒潮は接岸傾向で大島～三宅島間から房総仲に東流していた模様で，

大島の東Ｓｔ・Ｔ１８では８８．２３ノットの強い流れを観測した。

２月１２．１３～１５日

海面水温は１５～１９℃台を示し，２００，深水温はＳｔＴ１６で１５℃台の黒潮外縁の影響

がふられたものの，ＳｔｏＴ１４では１２℃台の冷水が観測されたのをはじめ，野島崎Ｓ線の

Ｓｔ・Ｔｌ４～Ｔ１７の１５０～３００加深（－部を除く）では平年よりやや低目～低目の値となっ
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ていた・

塩分量は全般的に平年並からかなり高目の値であった。

これらのことから，黒潮は伊豆諸島の東側を北上していた模様で流速はゆるやかで流向

はまちまちであった。

３月８～１０日

各深水温は，海面１４～１７℃，５０～１００７７２深１３～１７℃，２００７７Z深１１～１５℃台と全

般的に平年並～低目の値を示し，遠州灘沖冷水塊の影響下にあった。

流れは比較的遅く，方向もまちまちで，黒潮本流は引き続き伊豆列島線の東側を北上し

ていた模様だが，御蔵島海域には僅かながら黒潮系水の波及がみられた。

2）主要魚種の漁況（３５６年１～１２月）

（１）マサバ
●●

サ'くたも抄い網漁業は昨年より約１旬早く昭和５６年１月２７日夜から大室出し海域で始

まった。海況変動等の影響もあって低調な漁況で経過し，２月中旬前半に中断した。その後

３月中旬にひょうたん瀬海域へ出漁した船もあったが目立った漁獲は無く，３月下旬まで実

質的に約４０日間にわたり漁業が中断した。この中断は主漁場となる伊豆諸島北部海域が近

年稀な低温水の影響を受けた事や，マサバの来遊資源量水準が低下していた事等によるもの

であった。

３月２３日夜に漁業は再開され，４月４日以降はひょうたん瀬をはじめ高瀬や利島周辺海

域にも漁場が形成された。漁場は次第に北東よりに移動し，５月４～１６日には大室出し海

域に再び主漁場が形成された。

その後伊豆諸島海域への出漁は非常に少なくなり，漁場は勝浦１１中に移って神奈川県．千葉

県所属船は５月２０日から勝浦仲へ出漁した。近年の漁場推移に比べると勝浦沖での漁場形

成がかなり長期間にわたった。
●●

今漁期のサ/ﾐたも抄い網漁業着業船は推定１７０隻で，１～６月の－都三県主要港の水場
●●

量は７３，２６７トンであった。これはサバたも抄し､網漁業が開始された昭和４９年以後の漁獲

量としては昭和４９年（４９，０１１トン）および昭和５０年（４７．０６５トン）を上回ったもの

の，過去７年の平均漁獲量（１１１，６１６トン）の６６％，昨年（１３０，９１５トン）の５６％と

非常に低い水準となった。

なお詳細については，－都三県マサベ共同報告書「関東近海のマサバについて」昭和５６

年版参照のこと。
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(2)ハマトピウオ

前年より’旬程早い１月中旬から鳥島海域で操業が開始された本年のハマトビウオ漁は，冷

水塊の影響をほとんど受けることもなく，総漁獲量は過去１０年のうちでは最高の３２８万尾を

記録した。、

鳥島海域は，３月中旬に中だるみがみられたほかは順調な漁模様で経過し，３月下旬に１航

海当り約１４，０００尾の漁獲があって以来，終漁期の４月中旬まで同２０，０００尾以上の好漁が続

き，最終的には昭和４２年の６１万尾をしのぐ９０万尾を漁獲した。

スミス～青ヶ島海域は，鳥島海域が良好であったため出漁隻数がのびず，３月中旬の鳥島中

だるみの時期と４月中旬にまとまった漁獲がふられたほかは全般に低調で，前年を11万尾下

回る２８万尾の漁獲にとどまった。

八丈島海域は，初漁期が低調だったものの３月中旬からは濃密な魚群来遊がみられて本格化

した。黒潮が著しく接岸して大島～三宅島間を流去した４月上旬に一時低下したが，中旬には

回復し，下旬には１夜１隻当り２，３００尾，旬計５０万尾の漁があるなど漁況は好調で，前年を

３３万尾上回る１４１万尾の漁獲量となった。

銭洲～三宅島以北の北部海域は，３月中旬まで冷水におおわれていたため，漁況は低調のま

ま経過するものと思われたが，盛漁期の４月上旬からは黒潮の接岸に伴なって銭洲で，また中

旬からは三宅島漁場でも本格化に至った。４月下旬には再び冷水の影響を受けて落ち込みがふ

られたものの５月上旬には好転するなど，一時期を除いて好調な漁模様で経過し，６９万尾を

漁獲した。

(3)マカジキ

本年は前年より約１ケ月遅れの２月２０日に八丈島近海で初漁がふられたあと，３月中旬ま

で同近海で漁場が形成されたが漁況は低調であった。

３月下旬からは黒潮の接岸により，北部海域に漁場が移り４月中旬まで５～１０トン，１日

１隻当り３～５尾という本年の盛漁期を迎えたがのび悩み，以後は魚群の集合もみられず５月

上旬にはほぼ終漁となった。

今漁期（１～５月）の総漁獲量は４７トンで，過去１０年間の平均９２トンを大きく下回った。

各島別漁獲量は，大島５トン，神津島２８トン，三宅島２トン，八丈島１２トンで，大島を除

き前年よりそれぞれ１０～１２トン低下した。

近年のマカジキ漁獲量は年によって増減があるものの，１００トン以上の好漁は昭和５２年の

１１４トン以来みられず，徐々にではあるが減少傾向がうかがえる。
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(4)カツオ

本年の伊豆諸島海域での地元曳繩船による総漁獲量は１６８トンで，昭和５４年の５３９トン，

５５年の３００トンと比較すると漁獲は急激に減少した。これは黒潮の大蛇行（Ａ型流路）力梢

滅後，海況に大きな変化が起り，５６年漁期は盛漁期となる３～５月に黒潮がＮ型流路で経過

し，安定した漁場形成がなかった事が主な要因といえる。また４月に漁場が形成された八丈島

近海から御蔵島東方海域ではビンナガやキメジ等の混獲が多かった。

八丈島での操業船は３～５月に廷２８９０隻で，５５年とほぼ同数であった。

例年総漁獲量のうち圧倒的な比率を占める八丈島海域での本年の漁獲は１５５トンで，全体の

９２％を占め，漁獲量の経過を月毎にみると，１日１隻平均で３月１９K９，４月６４１０９，５月

４６噸であった。

(5)ケンサキイカ

本年のケンサキイカ釣漁:業は，ヤリイカに混獲されたものが２月下旬に水揚げされたが，実

質的な初漁は神津島で３月４日，式根島で３月１２日であった。

大島～新島周辺では４月初旬に初漁があり，ｌ夜1隻平均３０～４０町の漁があった。４月中

旬に黒潮が離岸して以降１夜１隻平均１０町以下の低調な漁況となり，６月以降も１夜１隻平

均３０～４０K9の漁模様で経過した。新島では６月一杯で終漁となった。

神津島～式根島周辺では，大島～新島周辺漁場のように４月後半に漁況が落ち込むことは無

かったが，３月後半から８月上旬までｌ夜１隻平均２０～４０K9の漁況が続き，単位漁獲量の大

きなピークはゑられなかった。６月上旬に集中的に出漁船が増加して，二島それぞれの年間漁

表ケンサキイカ水揚量
(単位：ｋ９）

2月’３月’４月 6月１７月 計

１２

１３，０４５

８，２５０

５２，３２１

６５，５４９

１，２２５

０

１４０，４０２

大島・岡田

〃・波浮

新島・若郷

式根島

神津島

三宅島・阿古

〃・坪田

計

１２

５，５６１

２，６１０

２０，６１３

３４，６３０

５４６

０

０

３，０１６

１０

３，９６７

１２，０７８

２４

０

０
０
０
９
３
０
０

３
１

５
１

０
０
４
４
４
０
０

１
７

０
０
７
６
２
１
０

１
６
５
１
７

１
９
１

０

２，６０５

４，４２５

１０，９３３

５，９９３

９１

０

O

Ｌ８５３

ＬＯ３４

１５，２９９

１２，５４９

４９３

０
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獲量の兇強を漁獲した。

総漁獲量は１４０トンと昨年の２０８トンを下回ったが，好漁年であった。

島別漁獲量を昨年と比較すると，大島では昨年の３８％，新島では同じく５４％とかなり減

少したのに対して，式根島，神津島ではそれぞれ昨年の７９％，７７％を漁獲し，三宅島では

１２トンの漁獲量にとどまった。

(6)クサヤモロ

八丈島海域でのクサヤモロ棒受網漁業は，７～１２月まで操業し，総漁獲量は約５００８トン

であった。７～８月に１日１隻当たり２８０～４２０K,の漁獲制限がもうけられていたが，９月以

降この制限は解除されたにもかかわらず，漁獲水準は低く，昭和５１～５５年の平均漁獲量

（８３８８トン）の約５９６％の漁獲にとどまった。

一方，三宅島海域では８月から操業が始まり，総漁獲量は約４８トンと近年で最も漁獲量の

少なかった昭和５４年の５４トンをさらに下回り，八丈島海域の総漁獲量のわずか９６％にすぎ

なかったｏ

(7)スルメイカ

１～３月に大島岡田沖に漁場が形成され（昭和５３～５５年にはこの時期の水揚げは無い），

０３トン漁獲されたほか，４～７月にはケンサキイカと混獲されて大島波浮港に１７トン水揚

げされた。

本年の大島での水揚量は昭和５１～５４年の水準の約１０倍で，昭和５５年とほぼ同じ２０ト

ソとなったｏ

(8)タカベ

ｔ

ｌＯＯ

胡'１，Ⅱ

漁
「
狸
世

5０

１２３４５６７８９１０１１１２月

図４タカベの月別水揚量（昭和５６年）
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昭和５６年の漁獲量は２５３トン（資料：大島統計情報出張所）で，３年連続して２００トン

台の不漁となった。

島別には大島が昨年よりやや増加したものの，他島では昨年並からそれ以下であった。

単位努力量あたりの漁獲量も各島とも低水準て経過したが，神津島の建切網漁では昭和５３

～５５年をやや上回った。

月別の水揚量（図４）ては，７月が９９トンと多く，他の月を大幅に上回った。

なお，５５年にウドネ，利島漁場でみられた魚体の小型化は，本年も同漁場でさらに顕著と

なったほか，神津島でも同様の傾向が認められた。

5．漁況海況予報事業の現状と課題

ｌ）定線観測調査の検討

（１）海洋観測方法・資料解析方法の合理化・省力化

新い､観測機器や資料解析のためのコンピューター等を導入し，ルーチンワークの省力化を

はかるｏ

（２）海洋観測側点の見直し

蓄積された資料の解析等を通じ，調査海域の特性を明らかにし，各観測点の持つ代表性を検

討して，必要最小限の観測点の配置を検討する。

２）漁海況情報の収集や広報普及等，情報伝達方法の改善

（１）テレファックスの積極的利用。

（２）小型漁船からの漁海況情報を収集・利用する方法を検討する。

（３）漁業者が情報の理解や有効利用をすすめられるよう，各漁協を通じ情報交換をはかるととも

に，巡回指導等の機会を利用し啓蒙活動を行う。

３）漁業資源基礎調査の充実

主要漁業対象魚種の資源動向を知り，漁況予測をおこなうために，重要魚種について基礎的な

資源調査を充実して，知見を蓄積する必要がある。
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資料表

海洋観測表

(1)沖合定線調査（第１～第３次）

(2)沿岸定線調査（第１～第１２次）
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(1)沖 合 定線調査
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第２次昭和５６年６月２４～２５日
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第５次昭和５６年８月２５～２８日

－３５－

海域年月 ～
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第５次
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5Ｆ ｺロワ○
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－３７－
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５次昭和５６年ｅ

－３８－

篭６次昭和５６年９月７～１０日
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第６次

－３９－

淫
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第７次昭和５６年１０月７～８日
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第８次
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第９次昭和５６年１２月１～４日

－４６－

琴

海域年月 ぅG岸足得 し肯 序宜ｉ７豚ヮＪＺ芽／２月
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第９次
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第１０次昭和５７年１月１８，２０，２２～２３日
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第１０次
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第１１次昭和５７年２月１２，１３～１５日
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